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六
月
十
二
日
（
土
）
、
鯖
江

市
嚮
陽
会
館
で
、
第
五
十
七
回

Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
生
放
送
コ
ン
テ
ス

ト
福
井
県
大
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
大
会
に
お
い
て
本
校
の
放

送
部
は
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

部
門
、
校
内
研
究
発
表
部
門
の

二
部
門
で
入
賞
し
、
全
国
大
会

へ
と
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。
今

回
、
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部

門
に
は
本
校
で
馴
染
み
の
深
い

検
定
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
作

品
「
一
生
の
宝
」
が
優
秀
賞
、

校
内
放
送
研
究
発
表
で
は
「
ス

テ
ー
ジ
照
明
制
御
装
置
の
製
作
」

が
推
薦
と
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
係
わ
り
、

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
製
作

担
当
を
務
め
た
堂
國
千
加
良
さ

ん
（
３
‐
２
）
に
今
の
心
境
を

尋
ね
て
み
た
。

受
賞
が
決
ま
っ
た
瞬
間
の
気

持
ち
を
尋
ね
る
と
、

「
ま
さ
か
受
賞
で

き
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
」
と
そ

の
と
き
の
こ
と
を

振
り
返
っ
て
い
た
。

作
品
作
り
で
気
を

つ

け

た

こ

と

は

「
ま
ず
完
成
さ
せ

る
こ
と
を
念
頭
に

お
い
て
作
っ
て
い

た
。
」
と
の
こ
と
。

と
い
う
の
も
、
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
の
作

品
を
担
当
し
て
い

た
堂
國
さ
ん
が
、

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
を
製
作
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
な
ん
と
大
会
二
週
間

前
。
急
遽
作
り
始
め
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
だ
。
し

か
し
、
結
果
的
に
作
品
が
受
賞

で
き
た
の
は
「
前
田
先
生
の
熱

い
指
導
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答

え
て
く
れ
た
加
藤
先
生
を
は
じ

め
と
す
る
先
生
方
、
忙
し
い
中

付
き
合
っ
て
く
れ
た
二
、
三
年

生
の
話
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
か

ら
。
」
と
、
周
り
の
人
々
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
て
い
た
。

全
国
大
会
に
出
場
す
る
に
あ

た
っ
て
、
「
福
井
県
大
会
で
の

入
賞
は
ス
タ
ー
ト
地
点
。
目
標

は
全
国
で
最
優
秀
賞
！
」
と
、

力
強
く
意
気
込
み
を
語
っ
て
く

れ
た
。

（
細
井
）

↑製作者・左から堂國さん、嵐さん（共に３－２）

六
月
十
二
日
（
土
）
鯖
江
市
嚮
陽
会
館
に
て
、
第
五
十
七
回

Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
生
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
福
井
県
大
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
大
会
に
お
い
て
本
校
の
放
送
部
の
二
作
品
が
入
賞
し
、
全

国
大
会
へ
と
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。

全
国
大
会
は
七
月
二
十
一
日
（
水
）
～
二
十
三
日
（
金
）
は

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
、
二
十

四
日
（
土
）
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

六
月
十
五
日
（
火
）
、
武

生
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

に
て
、
劇
団
「
風
」
の
『
肝
っ

玉
お
っ
母
と
子
供
た
ち
』
と

い
う
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
鑑
賞

し
た
。
こ
の
作
品
は
、
十
七

世
紀
の
戦
時
中
、
軍
隊
を
相

手
に
商
売
す
る
「
肝
っ
玉
お
っ

母
」
と
そ
の
子
供
た
ち
が
戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
も
、

強
く
た
く
ま
し
く
生
き
て
い

く
様
子
を
描
い
た
作
品
だ
。

生
徒
た
ち
は
、
登
場
人
物

の
動
き
に
食
い
入
る
よ
う
に

見
入
っ
て
い
た
。

鑑
賞
後
、
文
化
セ
ン
タ
ー

内
で
劇
団
主
催
の
生
徒
交
流

会
が
開
か
れ
た
。
図
書
委
員
、

生
徒
会
を
は
じ
め
、
三
十
名

以
上
の
生
徒
が
参
加
し
、
会

場
は
満
員
状
態
と
な
っ
た
。

劇
団
か
ら
は
「
肝
っ
玉
お
っ

母
」
役
の
辻
由
美
子
さ
ん
が

参
加
。
舞
台
を
降
り
た
「
お
っ

母
」
は
雰
囲
気
も
表
情
も
一

変
し
、
普
通
の
女
性
と
し
て

私
た
ち
の
目
に
映
っ
た
。

「
演
技
す
る
上
で
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
は
」
と
い
う

質
問
が
出
る
と
、
「
役
柄
だ

け
で
そ
の
場
に
い
る
こ
と
は

し
な
い
。
自
分
と
お
客
さ
ん
、

ス
タ
ッ
フ
の
人
た
ち
の
こ
と

や
、
自
分
が
演
じ
て
い
る
舞

台
空
間
の
全
て
を
考
え
る
こ

と
。
」
と
答
え
て
く
れ
た
。

「
肝
っ
玉
お
っ
母
」
を
中

心
に
、
様
々
な
質
問
が
飛
び

交
い
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
で
交
流
会
は
終
わ
っ
た
。

（
梅
田
）

↑質問に答える「おっ母」役･辻さん

六
月
四
日
（
金
）
と
七

日
（
月
）
に
、
タ
ン
ポ
ポ

保
育
園
で
家
庭
部
が
保
育

実
習
を
行
っ
た
。
参
加
者

は
〇
～
五
才
ま
で
の
園
児

た
ち
と
交
流
を
し
た
。

最
初
の
う
ち
は
、
園
児

が
泣
き
出
し
て
し
ま
い
対

応
に
困
っ
て
い
た
が
、
遊

ん
で
い
く
う
ち
に
次
第
と

コ
ツ
が
分
か
っ
て
き
た
よ

う
で
、
園
児
た
ち
と
仲
良

く
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
た
。

小
さ
い
園
児
に
比
べ
、

四
～
五
才
の
園
児
た
ち
は

と
に
か
く
活
発
で
、
参
加

者
を
引
っ
張
り
回
し
て
い

た
。
参
加
者
た
ち
も
、
子

ど
も
た
ち
を
お
ん
ぶ
し
て

走
り
回
り
、
体
中
が
泥
や

汗
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

も
、
楽
し
そ
う
に
子
ど
も

た
ち
の
相
手
を
し
て
い
た
。

参
加
者
は
「
楽
し
か
っ

た
。
」
「
ま
た
や
り
た
い
。
」

と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
た
。

小
さ
い
子
と
触
れ
あ
う
こ

と
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、

こ
う
い
う
機
会
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。

（
小
西
）

↑保育園児と遊ぶ家庭部員

現
在
日
本
は
、

戦
争
も
無
く
平

和
な
状
態
に
あ

る
。
し
か
し
、

こ
こ
に
至
る
ま
で
に
日
本
も

幾
度
と
無
く
、
戦
争
を
繰
り

返
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
人
々

か
ら
何
も
か
も
奪
っ
て
き
た
。

イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
は
、
今
で
も
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
続
い
て
い
る
。
ま

た
戦
争
は
無
く
と
も
、
サ
ッ

カ
ー
Ｗ
杯
が
開
催
さ
れ
て
い

る
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、
今
で

も
人
種
や
貧
困
の
格
差
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
。

芸
術
鑑
賞
で
私
た
ち
に
贈

ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
「
あ

と
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
人
た

ち
に
」
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
は
、
い
っ
た
い
何
な
の
か
。

ま
ず
は
、
一
人
ひ
と
り
が
今

出
来
る
こ
と
か
ら
、
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
。

（
上
坂
）
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↑インタビューに答える

堂國さん

↑終演後、生徒からの花束贈呈


